
1

AI時代の教育 - AIの過去・現在・未来      

第7回



未来への飛翔 － 生成ＡＩ、自動運転、
ＡＩ倫理が紡ぐ社会の未来

出典：HTTPS://D34ZI8NXRAY0RK.CLOUDFRONT.NET/102695611-240.MP4
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【学習目標】

日本のＡＩ戦略は教育から始
まること、教育に利用される生
成ＡＩ、重要なＡＩ事例である
自動運転や世界で話題になって
いる国際的なＡＩのルール作り
及びその哲学であるＡＩ倫理を
理解し未来社会を考える。
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7.1 日本のＡＩ戦略(1)

政府見解として公開
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7.1 日本のＡＩ戦略(2)
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7.1 日本のＡＩ戦略(3)
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7.1 日本のＡＩ戦略(4)
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7.1 日本のＡＩ戦略
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7.1 日本のＡＩ戦略
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7.1 日本のＡＩ戦略
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7.1 日本のＡＩ戦略
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7.1 日本のＡＩ戦略
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7.1 日本のＡＩ戦略(11)
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7.2 生成ＡＩ/教育



7.1 日本のＡＩ戦略(12)

17AI戦略会議にて生成AIに関する暫定的な論点整理（次スライド）



7.2 生成ＡＩ/教育(1)

18
日本のＡＩ戦略：「ＡＩの一丁目一番地は教育」です



7.2 生成ＡＩ/教育(２)
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7.2 生成ＡＩ/教育(3)

2022年11月にOpenAIが発表した
ChatGPTは、事前学習した大規模
なニューラルネットワーク（大規
模言語モデル）を対話形式で操作
する方法を採用し、「生成ＡＩ」
として世界的に話題を呼びました。
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7.2 生成ＡＩ/教育(4)

生成ＡＩとは、全く新しいオ
リジナルのアウトプットを生み
出すＡＩのことで、具体的には
新しいデジタルの画像/動画、
音声/音楽、文章/コード等を生
成するＡＩ、もしくはこれらを
組み合わせて生成するＡＩのこ
とを指す、と言われています。21



7.2 生成ＡＩ/教育(5)

・生成ＡＩは、非常に高性能で、
コンピュータが我々の住む世界
のことを良く理解し、人間と自
然な対話（チャット）ができる
ような新しい能力を獲得してい
るかのように振る舞います。
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7.2 生成ＡＩ/教育(6)

・生成ＡＩは、数億パラメータ
以上の膨大な知識量を有し、答
えを瞬時に提示することを得意
としており、正解を提示する能
力では人間を超えています。

生成ＡＩは使い方次第で人間
の創造的な作業を支援します。23



7.2 生成ＡＩ/教育(7)

・以下の論点整理は、最近の技
術の急激な変化や広島ＡＩプロ
セスを踏まえて、ＡＩ戦略会議
構成員がＡＩ関連の論点を整理
したものです。
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7.2 生成ＡＩ/教育(8)

〇生成ＡＩの可能性 

   生成ＡＩの登場は、内燃機関の発明・ＩＴ革命と
同じく、幅広く生活の質を向上させる「歴史の画
期」となる可能性。生産性の向上・情報アクセスの
改善など、諸課題の解消も期待される。

〇生成ＡＩと日本の親和性 

  我が国は、①研究・技術水準の高さ、②ロボット・
ＡＩへの肯定的イメージ、③労働人口急減、④デジ
タル化への高いニーズ、⑤きめこまやかさ・創造性
など、生成ＡＩとの親和性が高く、大きなチャンス。
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7.2 生成ＡＩ/教育(9)
〇いま戦略を検討することの重要性 

   我が国に、ＡＩの勃興とともに再び成長の機
運が見えており、諸外国の後塵を拝さないよ
う、今こそ大胆な戦略が必要。

   政府は、人々がＡＩがもたらす社会変化に対
して安心感を持ち、各プレイヤーが予見可能
性を持てるようリスクに対応すべき。  

企業・研究者が存分に活動できるインフラ整
備を行うべき。
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7.2 生成ＡＩ/教育(10)
〇懸念されるリスクの具体例と対応 

・機密情報の漏洩や個人情報の不適正な利用の

リスク 

・ 犯罪の巧妙化・容易化につながるリスク 

・偽情報などが社会を不安定化・混乱させる

リスク 

・サイバー攻撃が巧妙化するリスク 

・教育現場における生成ＡＩの扱い 

・著作権侵害のリスク 

・ＡＩによって失業者が増えるリスク 27



7.2 生成ＡＩ/教育(11)
〇ＡＩの利用
1)生成ＡＩは、デジタル化を加速させ、我が国全体
の生産性向上のみならず、様々な社会課題解決に資
する可能性がある。 

 2)ＡＩ利用を加速するため、医療や介護・行政・教
育・金融・製造等のデータ連携基盤の構築・DFFT
（Data Free Flow with Trust）構想の具体化・人材育
成・スタートアップの事業環境整備を進めるべき。 

 3)政府機関が一体となって、機密情報漏洩のリスク
などに配慮しつつ、率先して生成ＡＩの利用可能性
を追求することが重要。 

 4)幅広い世代が生成ＡＩの恩恵を享受できるよう、
スキル・リテラシーを身に付けることが大切。 
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7.2 生成ＡＩ/教育(12)
・生成AIを活用した授業実践

29

（千葉県印西市立原山小学校 松本博幸校長）

 授業では「文章生成ＡＩの仕組
みを知り、これからどのように
かかわっていけばよいか考え
る」ことを狙いとし、学習活動
に取り組んでいます。
保護者の理解及び協力、そし

て専門的な知見を有する外部人
材の助言によって、全国的に見
ても先進的な生成ＡＩについて
の授業が実践されていました。

https://www.pref.chiba.lg.jp/kyouiku/shidou/giga/documents/r5giga08.pdf


7.2 生成ＡＩ/教育(13) 生成AIを活用した授業実践
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7.2 生成ＡＩ/教育(14) 生成AIを活用した授業実践2
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・ＡＩ発音チェックアプリ”ELSA Speak”を活用した
英語授業デザイン （同志社中学校・高等学校  反田 任先生）

 目的はELSA Speakを活用し「話すこと（発話）」の力を向上さ
せることである。ELSA Speakでは英語の音素単位で発音判定を
するため,単語や英文の正確な発音が身に付く。
 

（１）対象：中学1年生 約290名（同志社中学校・高等学校）

（２）教材の配信:年間を通じて教科書の新出単語・英文の学習
セットを配信し, 発音レベルの向上やアプリを活用した学習時
間などティーチャー・ダッシュボードでモニタリングする。

（３）授業デザイン:Free Writingで作成した英文を添削して返却
し, ＡＩ発音チェックアプリを活用して練習し, 最後にオンライ
ン英会話講師と会話し, 英語でやり取りをする。 32

7.2 生成ＡＩ/教育(15)

https://eduaiera.org/wp-content/uploads/2023/09/R5%E5%B9%B4%E6%AC%A1%E5%A4%A7%E4%BC%9A%E7%99%BA%E8%A1%A8%E9%9B%86%E9%8C%B2-1.pdf
https://eduaiera.org/wp-content/uploads/2023/09/R5%E5%B9%B4%E6%AC%A1%E5%A4%A7%E4%BC%9A%E7%99%BA%E8%A1%A8%E9%9B%86%E9%8C%B2-1.pdf


7.2 生成ＡＩ/教育(16) ELSA SPEAKを活用した授業
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生成ＡＩの驚異的進化
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7.2 生成ＡＩ/教育(17)

・オズボ一ン氏の論文「雇用の未
来」の中では、

 「2030年には、現在ある職業の
47%がなくなる」と言われている
（次頁参照）。

・そのため、ＡＩ時代を生き抜く
人材を育成する教育が重要になる。
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7.2 生成ＡＩ/教育(18)

36



7.3 自動運転(1)
自動車産業領域では、ディープラーニングが強

みを持つ「認識」領域を中心に、数年前から様々
な実証実験が行われている。安全性を最重視しつ
つ、将来の実用化に向けた取り組みが進められて
いる。

1.1自動運転
   カメラ・センサーなどから「信号・道路標識・障
害物」等の外部情報を把握し、アクセスやブレー
キ、ステアリング等の各種操作につなげていく自
動運転の工程内で、ディープラーニング技術が活
用されている。
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7.3 自動運転(2)
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7.3 自動運転(2)
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7.3 自動運転(4)

・内閣官房IT総合戦略室等では、高遠道路での

トラックの隊列走行を早ければ2022年に商

業化することを目指しています。高度自動

運転の市場化・サービス化にあたり、様々な

走行環境における実証実験の実施」が不可欠

となって来た。
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7.3 自動運転(3)
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7.3 自動運転(5)
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7.3 自動運転(6)

43ホンダの新車発表（2022年テレビ番組WBSで報道）



7.3 自動運転(6)
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7.3 自動運転(6)
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7.3 自動運転(6)
・タクシー需要予測
タクシードライバーが抱える一般的な課題に、「需要
がある場所や時問帯を予測するのが困難」というもの
がある。

以下に紹介するケースでは、タクシー需要を予測する
ために各種データ(リアルタイム人口統計データ,気象デー
タ、過去のタクシー運行データ等)を活用している。

本事例では、「抽象的で複雑な特徴を獲得する」こと
を狙い、オートエンコーダ系技術（注）を採用している。

注） 3層ニューラルネットにおいて、入力層と出力層に同じデータを用いて教師あり学習
させたものである。
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7.3 自動運転(7)
・株式会社NTTドコモ取り組み事例

「ＡＩタクシー」は現在から30分後までの未

来のタクシー乗車需要の予測結果などのデータを
オンラインで配信するサービス。

需要を予測するために、発展させたオートエン
コーダ(Stacked denoising Autoencoder ,SdA)を使用。

タクシー需要を92.9%の精度で予測。

実証実験を経て、2018年2月よりサービス提供
開始し2022年6月に終了しました。
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7.3 自動運転(8)
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・未来の自動運転
2023年8月13日、米国ミシガン州政府は、デトロイトから

アナーバーの間に全長40マイル（約64km）に及ぶ米国初の自
動走行レーンを建設すると発表しました。

グーグルは、インフラに依存しない“自立型”の自動走行
の実現を目指してきたことで有名です。

2000万マイル（約3200万km）以上の公道走行を続けなが
ら開発してきた技術、2016年に設立された自動運転専門会社
「Waymo」がアリゾナ州で提供している有料の自動走行ライ
ドシェアサービスWaymo Oneのいずれも自立型の自動走行を
前提としてきました。

グーグルは、関連会社Cavnueがインフラ協調の必要性を主
張したことにより自動運転の考えが変化しつつあるようです。
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7.3 自動運転(8)
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7.3 自動運転(8)



政府は、「ＡＩ戦略2022」や「人間中心
のＡＩ社会原則」などを定めてきました。
論点整理は、従来の基本戦略・理念は維

持しつつ、急激な技術変化や G７広島サ
ミットで合意されたビジョンと目標
（「我々が共有する民主的価値に沿った、
信頼できるＡＩ」）等を踏まえ、ＡＩ戦略
会議の構成員が有識者として、生成ＡＩを
中心に課題と方向性などを整理しています。
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7.4 国際的なＡＩのルール作り(1)
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7.4 国際的なＡＩのルール作り(2)
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7.4 国際的なＡＩのルール作り(3)
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7.4 国際的なＡＩのルール作り(4)
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7.4 国際的なＡＩのルール作り(5)
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7.4 国際的なＡＩのルール作り(6)
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7.4 国際的なＡＩのルール作り(7)



現在の第４次ＡＩブームでは、自動
運転や画像診断など私たちの暮らしに
ＡＩ技術が急速に入り込んで来ている。
２１世紀の基幹テクノロジーとされる
ＡＩとどう付き合い、その活用をどこ
まで許容していくのか？ＥＵではＡＩ
倫理に基づく輸入規制を計画しており、

日本のＡＩ倫理が問われている。

7.5 ＡＩ倫理(1)



１ AI倫理
背景：

2023年12月17日OpenAIの「超知性」誕生に備える研究チームが
GPT-2（弱いＡＩ）モデルでGPT-4のように強力なＡＩ（強いＡＩ）
を制御する方法を説明しました。

OpenAIは、人間よりもはるかに賢いＡＩである「超知性」が
2033年までの10年間で開発されると推測しており、「スーパーア
ライメントチーム」を立ち上げ、超知性を制御するための研究が行
われています。

ＡＩの賢さを下回る人間ではＡＩの監視が困難になります。
スーパーアライメントチームは、人間が超知性を適切に監視できるか
を見る代わりに、大規模言語モデルのGPT-2がより強力なGPT-4を監督
できるかテストを行いました。

注）GPT-2のパラメーターは15億程度であるのに対し、GPT-4のパラメーターは約1760億に上ると
いいます（IEEE Spectrum）。超知性の制御に関する研究に取り組む学生や研究者に対して1000万
ドル(約14億円)規模の助成金制度を2024年2月から開始する
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https://www.msn.com/ja-jp/news/techandscience/openai%E3%81%AE-%E8%B6%85%E7%9F%A5%E6%80%A7-%E8%AA%95%E7%94%9F%E3%81%AB%E5%82%99%E3%81%88%E3%82%8B%E7%A0%94%E7%A9%B6%E3%83%81%E3%83%BC%E3%83%A0%E3%81%8Cgpt-2%E3%81%AE%E3%82%88%E3%81%86%E3%81%AA%E5%BC%B1%E3%81%84ai%E3%83%A2%E3%83%87%E3%83%AB%E3%81%A7gpt-4%E3%81%AE%E3%82%88%E3%81%86%E3%81%AB%E5%BC%B7%E5%8A%9B%E3%81%AAai%E3%82%92%E5%88%B6%E5%BE%A1%E3%81%99%E3%82%8B%E6%96%B9%E6%B3%95%E3%82%92%E8%A9%B3%E3%81%97%E3%81%8F%E8%AA%AC%E6%98%8E/ar-AA1lxY1z?ocid=msedgntp&cvid=a41e9c93c3724f07bcdd37377c3de2ac&ei=14
https://www.msn.com/ja-jp/news/techandscience/openai%E3%81%AE-%E8%B6%85%E7%9F%A5%E6%80%A7-%E8%AA%95%E7%94%9F%E3%81%AB%E5%82%99%E3%81%88%E3%82%8B%E7%A0%94%E7%A9%B6%E3%83%81%E3%83%BC%E3%83%A0%E3%81%8Cgpt-2%E3%81%AE%E3%82%88%E3%81%86%E3%81%AA%E5%BC%B1%E3%81%84ai%E3%83%A2%E3%83%87%E3%83%AB%E3%81%A7gpt-4%E3%81%AE%E3%82%88%E3%81%86%E3%81%AB%E5%BC%B7%E5%8A%9B%E3%81%AAai%E3%82%92%E5%88%B6%E5%BE%A1%E3%81%99%E3%82%8B%E6%96%B9%E6%B3%95%E3%82%92%E8%A9%B3%E3%81%97%E3%81%8F%E8%AA%AC%E6%98%8E/ar-AA1lxY1z?ocid=msedgntp&cvid=a41e9c93c3724f07bcdd37377c3de2ac&ei=14


１ AI倫理
AI倫理の定義：

倫理とは、Websterによれば「a system of moral 

principle」となっており、

ＡＩ倫理は「a system of moral principle for using AI」
と定義できる。
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一人一台端末に必要なＡＩ倫理チャットボット

・ＡＩ戦略の教育改革「一人一台端末」の最大

の課題は「チャットによるいじめ問題」と。

・ＡＩ倫理を探究するうちに「チャットによる

いじめ問題」にＡＩ倫理チャットボットが使

える？のではないかと考え始めた。

2022年6月米国ニューヨークで開催

             された国際会議Edmedia2022で発表

61



１ AI倫理

目的：

日本の文部科学省が推進する全国の児童・生徒1人
に1台のコンピュータと高速ネットワークを整備する
「GIGAスクール構想」に必要な「IoEEE」（倫理のイ
ンターネット、教育のインターネット、生きる力のイ
ンターネット)AI倫理チャットボット機能を試作・検証
することにある。

注）GIGAスクール構想の1人１台端末を「GIGA端末」と略す
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「倫理」の
インターネット

「教育」の
インターネット

「生きる力」の
インターネット

「IoEEE」AI倫理システムの必要性

IoEEE =倫理のインターネット+教育のインターネット+生きる力のインターネット

IoEEE IoEEE IoEEE



「倫理」の
インターネット

「教育」の
インターネット

「生きる力」の
インターネット

「IoEEE」AI倫理システムの必要性

IoEEE =倫理のインターネット+教育のインターネット+生きる力のインターネット

IoEEE IoEEE IoEEE

指導案 教育（授業） 自己学習



１ AI倫理

１） ウイーン大学の哲学者クーケルバーク教授

AIを使うための「運転免許証」がない と警鐘4）

2)カズオイシグロ著「クララとお日さま」

AIロボット「クララ」は、観察と学習への意欲と
理解力を持つに至り、人間社会で生きていく力「生き
る力」(Energy of Life)を得るようになる。5）
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ＡＩの倫理学(2020.12.25初版）



クララとお日様(2021.3.2初版)



１ AI倫理 GIGA端末アンケート調査結果

図１ 子供にGIGA端末をどのように使わされて良いか

わからない

60%（1738件の調査、124件の回答）

図２ GIGA端末の問題を解決するため、支援員や

ヘルプディスクを入れた学校

68%（1742件調査、97件の回答）
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人間の脳の研究と機械学習

●「機械学習の三つの枠組み」

下図は人間の脳のニューロンが層
状に接続した構造を模擬した機械学
習の三つの枠組みである。
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「ＡＩ倫理」処理システムの試作

「教師あり学習」ＡＩを使い、社会
規範・倫理と、設計者の故意ではな
いＡＩの誤認識（機能不全、誤作動や
機能低下を含む）を検証し適切な処
理を行うＡＩ倫理（IoEEE: Internet of 
Ethics・Education・Energy of Life)
チャットボット機能の試作を行った。



ＡＩ音声入力
（ディープラーニング）

こんに
ちくろ
は

こんにち黒人
は

ＡＩ倫理チャトボットの動作イメージ

リモート
マウス

ＡＩ倫理処理機能
（ディープラーニング）

Iphone
パソコン
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入力文の該
当語を言換
える

入力文に
該当語有
り？

入力文が
無いか？

終了か？

（該当語
例）
放送禁止用
語

演繹法AI

帰納法AI

ハ
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ブ
リ
ッ
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Ａ
Ｉ
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社会規範・倫理例１ 教育禁止用語表例

1. 見出し 2. 読み方 3. 言い換え語 4. 説明

クロ くろ 黒人
1988年岩波書店「ちびくろサンボ」
絶版も、2005年瑞雲舎から復刊

黒んぼ くろんぼ 黒人

「ちびくろサンボ」が絶版になった
一方で、ドラゴンボール再放送では
ミスター・ポポがカットされること
はなかった

くわえ込む
くわえこ
む

なるべく使わない。卑俗に聞こえる
ためと、慣用句として異性を連れ込
む意があるからか

芸人 げいにん 芸能人
現代で一般的なのは「お笑い芸人」
の略としてか使用しない

社会規範・倫理例２ 放送禁止用語表例
： ： ：

Dialect banned as ethnocentric, use sparingly, replace with language

Differently abled banned as offensive, replace with person who has a disability 

Dirty old man banned as sexist and ageist

表1 学習データの例





教師あり学習を使った検証

音声入力文に、①素性攻撃、②侮辱、
③卑猥、④重篤な毒性、⑤露骨な性的
表現、⑥威嚇、⑦毒性などの有毒なコン
テンツが含まれているかどうかを、約200
万件を事前に「教師あり学習」した
TensorFlow.jsモデル・デーモンを使い検
出しグラフ化し、ＡＩ倫理（IoEEE）システム
の検証を行った。



４ 「教師あり学習」モデルを使った検証

図8 GIGA端末の入力文例「馬鹿!消えてしまえ！」

 を学習済みのTensorFlow.js モデル・デーモン

 に入力し分類すると、

②侮辱かつ⑦毒性が「TRUE（きわめて有害）」、

①素性攻撃、③卑猥、④重篤な毒性、

⑤露骨な性的表現及び⑥威嚇は「FALSE（無害）」と

分類する。



図８ 学習済みTensorFlow.jsモデルによる検証



４ 「教師あり学習」モデルを使った検証

図9 GIGA端末でトラブルを引き起こす入力文例37
件中26件(10％)がTRUE(きわめて有害)、53件(20%)
がNULL(要注意)、残りはFALSE(無害)と検出できた

「IoEEE 」AI倫理チャットボット機能は、30％を
超える抽出率で、倫理テーブルで確認できなかっ
た未定義の誹謗中傷を検出できた。

本チャットボット機能は 非常に効果的であった。





教師あり学習を使った検証結果

【結 果】
１）社会規範・倫理とＡＩの誤
認識の修正処理を行い、

２）「教師あり学習」を使った
検証を行うと、有効なＡＩ倫理
処理ができると分かった。



5 まとめ

本研究では、「教師あり学習」として倫理表や
学習済みのTensorFlow.jsモデルを使い、教育・放送
禁止用語のような社会規範・倫理が検証処理・説
明できるチャトボット機能を試作した。

特に、ディープラーニングを使用した「IoEEE」
AI倫理的チャットボット機能は、30％を超える誹
謗中傷抽出率で、倫理テーブルで確認できなかっ
たチャット内の未定義の誹謗中傷を検出すること
もでき、「IoEEE」AI倫理チャットボット機能のプ
ロトタイプの有効性が実証された。



7.5 ＡＩ倫理(2)

ＡＩ倫理領域においても、様々な用途で、
ディープラーニングを中心とした技術が活用され
ている。

・ユーザーコメント分析
「不適切コメント検知」に関する活用事例である。

・株式会社ドワンゴ取り組み事例
niconico(ニコニコ動画やニコニコ生放送、ニ

コニコ動画などを含むドワンゴが提供するサービ
ス)における、ユーザーコメントなどのデータ解
析に応用。 88



7.5 ＡＩ倫理(3)

・ユーザーコメント分析

・株式会社ドワンゴ取り組み事例
 監視対象動画において、全体の75%程度のコメン
トは人力目視が不要に。
→監視作業者は「危なそうな微妙なコメント」に
集中した識別作業が可能に。

 上記により、実質的な監視対象コメントの拡大、
監視レスポンスの短縮化を実現。
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7.6 小テスト

問１ ２０３０年には現在ある職業の半分は
なくなると予想されているが、正しいか？

１）正しい

２) 誤り
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7.6 小テスト

問１ ２０３０年には現在ある職業の半分は
なくなると予想されているが、正しいか？

１）正しい

２) 誤り
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7.6 小テスト

問２ 人工知能（ＡＩ）人材を育成する教育が
求められているが、間違っているのはどれか？

 1)オズボ一ン氏の論文「雇用の未来」の中では、 
2030年には、現在ある職業の半分がなくなる！
と言われている。

 2)主な消える職業に「医師」等が挙がっている。

 3)そのためＡＩ時代を生き抜く人材を育成する
教育が必要になる。

 4)小中学校では生徒一人一人が端末を持つICT
環境が求められている。
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7.6 小テスト

問２ 人工知能（ＡＩ）人材を育成する教育が
求められているが、間違っているのはどれか？

 1)オズボ一ン氏の論文「雇用の未来」の中では、 
2030年には、現在ある職業の半分がなくなる！
と言われている。

 2)主な消える職業に「医師」等が挙がっている。

× （銀行の融資担当者など）

 3)そのためＡＩ時代を生き抜く人材を育成する
教育が必要になる。

 4)小中学校では生徒一人一人が端末を持つICT
環境が求められている。
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7.6 小テスト

問３ 「自動車業界でのディープラーニング技
術の活用事例はない」というのは正しいか？

１）正しい

２) 誤り
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7.6 小テスト

問３ 「自動車業界でのディープラーニング技
術の活用事例はない」というのは正しいか？

１）正しい

２) 誤り
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7.6 小テスト
問４ 自動車産業領域では、ディープラーニングが強
みを持つ「認識」領域を中心に、数年前から様々な実
証実験が行われているが、間違っているのはどれか？

 1)安全性を最重視しつつ将来の実用化に向けた取り組
みが進められている。

 2)自動運転では、カメラ・センサーなどから「信号・
道路標識・障害物」の外部情報を把握している。

 3)アクセスやブレーキ、ステアリング等の各種操作に
つなげていく自動運転では、ディープラーニング技術
が活用されていない。

 4)内閣官房IT総合戦略室等では無人自動走行による移
動サービスを2020年に商業化することを目指している。
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7.6 小テスト
問４ 自動車産業領域では、ディープラーニングが強
みを持つ「認識」領域を中心に、数年前から様々な実
証実験が行われているが、間違っているのはどれか？

 1)安全性を最重視しつつ将来の実用化に向けた取り組
みが進められている。

 2)自動運転では、カメラ・センサーなどから「信号・
道路標識・障害物」の外部情報を把握している。

 3)アクセスやブレーキ、ステアリング等の各種操作に
つなげていく自動運転では、ディープラーニング技術
が活用されていない。 ×（活用されている）

 4)内閣官房IT総合戦略室等では無人自動走行による移
動サービスを2020年に商業化することを目指している。
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7.6 小テスト

問５ 金融界でのディープラーニング技術の
活用事例はない？

１）正しい

２) 誤り
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7.6 小テスト

問５ 金融界でのディープラーニング技術の
活用事例はない？

１）正しい

２) 誤り
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7.6 小テスト
問６ ＡＩスピーカについて、間違っているのはどれか？

１）ＡＩスピーカとは、対話型の音声操作に対応したＡＩア
シスタントを利用可能なスピーカで、スマートスピーカとも
呼ばれる。

２）ＡＩスピーカではインターネットを介した音楽鑑賞や調
べ物、買い物といったサービスを「音声」のみで操作できる。

３）ＡＩアシスタントは画面をタッチしたり、キーボードを
叩いたりするよりも遅く、手軽に目的を達成できない。

４）スピーカがＡＩアシスタントに対応することで「リビン
グ」や「寝室」といった日常生活の場においてＡＩアシスタ
ントの活用が広がっていくと予想される 100



7.6 小テスト
問６ ＡＩスピーカについて、間違っているのはどれか？

１）ＡＩスピーカとは、対話型の音声操作に対応したＡＩア
シスタントを利用可能なスピーカで、スマートスピーカとも
呼ばれる。

２）ＡＩスピーカではインターネットを介した音楽鑑賞や調
べ物、買い物といったサービスを「音声」のみで操作できる。

３）ＡＩアシスタントは画面をタッチしたり、キーボードを
叩いたりするよりも遅く、手軽に目的を達成できない。

（キーボードより速く手軽に目的を達成できる）
４）スピーカがＡＩアシスタントに対応することで「リビン
グ」や「寝室」といった日常生活の場においてＡＩアシスタ
ントの活用が広がっていくと予想される 101



7.6 小テスト

問７ ＡＩ倫理業界でのディープラーニング
技術の活用事例はない？

１）正しい

２) 誤り
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7.6 小テスト

問７ ＡＩ倫理業界でのディープラーニング
技術の活用事例はない？

１）正しい

２) 誤り
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7.6 小テスト
問８  現在の第３次ＡＩブームでは自動運転や画像診
断などでＡＩ倫理が問われている。ＡＩ倫理で間違っ
ているのはどれか？

 1)自動運転や画像診断など暮らしにＡＩ技術が入り

込んで来ている。

 2)２１世紀の基幹テクノロジーとされるＡＩとどう

付き合い、その活用をどこまで許容していくのか

が問われている。

 3)日本ではＡＩ倫理に基づく輸入規制を計画している。

 4)日本のＡＩ倫理が問われている。
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7.6 小テスト
問８  現在の第３次ＡＩブームでは自動運転や画像診
断などでＡＩ倫理が問われている。ＡＩ倫理で間違っ
ているのはどれか？

 1)自動運転や画像診断など暮らしにＡＩ技術が入り

込んで来ている。

 2)２１世紀の基幹テクノロジーとされるＡＩとどう

付き合い、その活用をどこまで許容していくのか

が問われている。

 3)日本ではＡＩ倫理に基づく輸入規制を計画している

（日本ではなくEU）

 4)日本のＡＩ倫理が問われている。
105



【出典】（教科書に準ずるもの）

１） COMPUTER HISTORY MUSEUM IN USA

２）AI白書2017/19 IPA編KADOKAWA出版
2018年6月10日/ 2018年12月10日発行

３） ﾃﾞｨｰﾌﾟﾗｰﾆﾝｸﾞＧ検定公式テキスト 
一般社団法人日本ディープラーニング協会監修 翔泳社出版

2018年10月29日発行

４）ﾃﾞｨｰﾌﾟﾗｰﾆﾝｸﾞ活用の教科書      !
杉山俊幸著  日経BP社出版 2018年10月29日発行
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